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Hairy cell leukemiaはhairy cellとよばれる著明な細胞突起をもっ腫場細胞の牌臓，骨髄における増
殖と末梢血中への出現をみる慢性白血病である。 hairy cellはまた細胞化学的に酒石酸抵抗性酸ホスフ
ァターゼ (TRAP) 活性をもっ乙とが特徴とされる。この hairy cell の由来については，多くの症例で
表面免疫グロプリン (slg) が検出され，その B細胞性格が明らかにされつつあるがなお， hairy cell に






(方法) hairy cell及び‘CLL細胞の形態的，免疫学的特徴を知るため， hairy cell leukemia 6 例， Bｭ
CLL7 例の白血病細胞についても検討した。
正常人末梢血から分離した単核球はslgを鐙光抗体直接法により染色したの染色には蛍光標識抗 r 及び
抗 μ 抗体 [(F(ab')z成分〕を用い，染色前に細胞を3TCで 2 時間培養して外来性に付着したIg を除いた。






1. hairy cell及び:'B-CLL細胞における slgの表現型
hairy cel leukemia 6 例中 5 例にお lìてhairy cellに slg が検出され，陽性例はすべてIgG 型を示した。
一万B-CLL 7 例中 6 例に slgが認められ，それらはいずれもIgM and/or IgD を示し， IgG はみられな
かっ 7こ。
2. 正常人末梢血リンパ球の位相差下の形態
正常人末梢血のbuffy coatを位相差顕微鏡下に観察すると， リンパ球の1. 55ぢにhairy cellに類似した
細胞突起をもっ細胞(有突起細胞)がみられた。
3. slgG+ リンパ球の形態とTRAP活性
正常人末梢血リンパ球中， hairy cellのslg とクラスを同じくする slgG+ リンパ球の比率は 0.9 %であ
ったo slgG+ リンパ球の 75.8 %に hairy cell の突起に類似した細胞突起が位相差下に観察され，また
65.3 %1乙 TRAP活'性が検出された。
4. slgM十リンパ球の形態と TRAP活性
末梢血B細胞の大部分を占める sIgM+ リンパ球の多くは細胞突起をもたず， TRAP も陰性であったが，
一部 C 15.7 労)の細胞に突起がみられ，また 19.2 %IC: TRAP 活性も検出された。 slgM+ リンパ球の一
部は同時にsIgGをもっ。そこで上記の有突起細胞あるいはTRAP陽性細胞がsIgM+ リンパ球の中のslga­
sIgM+ 細胞に属するか否かを知るため，三重蛍光染色 lとより sIgM+ リンパ球をsIgG+細胞とsIgG 細胞
に分け，夫々の細胞形態及びTRAP活性を検討した。 sIgM十リンパ球中のslgG+ 細胞の割合は 8.3 %と
低かったがその約60-70%に有突起細胞あるし九はTRAP陽性細胞がみられ，一方sIgG一， slgM+ 細胞中
の約10 -12労が細胞突起あるいはTRAP、活性をもった。
5. sIg陰性 CsIgG一， sIgM一)リンパ球の形態
sIgG一， slgM- リンパ球における有突起細胞の比率は 0.2 郊であった。
(総括)
1. hairy cell と B-CLL 細胞のsIgを比較し，そのIgのクラスに於ける差違を確認した口
2. hairy cell とそのslg のクラスを同じくする正常人末梢血slgG+ リンパ球の多くは細胞突起をもち，
TRAP活性が陽性で， hairy cellに形態的，細胞化学的に極めて類似していた。
3. slgG+ リンパ球を除いた B リンパ球 CsIgG -, slgM+) における有突起細胞あるし、はTRAP陽性細
胞の割合は低く， slg陰性 CsIgG -, sIgM-) リンパ球中の有突起細胞の比率はさらに低値であった。
論文の審査結果の要旨
本論文は，正常人末梢血リンパ球を免疫学的，形態的，細胞化学的に詳細に観察し，表面免疫グロプ
リンとしてIgGを持つ B細胞がhairy cel leukemiaの腫場細胞である hairy cellの特徴をそなえた細胞で
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あることを明らかにしたものである。乙れは永らくさがし求められていたhairy cellに対応する生理的な
細胞の末梢血における存在を示唆したものでありその意義は大きい。なお，乙れは白血病分類における
hairy cell leukemiaの位置を明確にしたものとしても寄与すると乙ろ大である。
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